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市
内
の
認
可
保
育
園
（
所
）
で
一
緒
に
働

い
て
い
た
だ
け
る
人
を
対
象
に
市
内
認
可
保

育
園
（
所
）
10
園
合
同
の
就
職
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。　

　

認
可
保
育
園
ご
と
の
ブ
ー
ス
に
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
園
の
特
色
や
仕
事
内
容
な
ど
の
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

園
に
よ
っ
て
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
や
短

時
間
勤
務
（
１
日
４
時
間
程
度
勤
務
）
、
週

３
日
程
度
の
勤
務
な
ど
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

保
育
士
だ
け
で
な
く
、
看
護
師
、
栄
養
士

も
若
干
名
募
集
し
ま
す
の
で
、
転
職
を
お
考

え
の
人
、
以
前
保
育
園
の
勤
務
経
験
は
あ
る

け
ど
子
育
て
な
ど
で
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
る
人
、

資
格
は
持
っ
て
い
る
け
ど
未
経
験
の
人
、
実

習
先
を
検
討
中
の
学
生
な
ど
、
ま
ず
は
、
話

を
聞
い
て
み
た
い
と
い
う
人
も
大
歓
迎
で
す
。

託
児
ス
ペ
ー
ス
も
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
参
加
で
き
ま
す
。

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

２
月
３
日
㈯

午
後
１
時
か
ら
３
時
の
間
随
時
受
け
付
け
ま

す
。
ご
都
合
が
い
い
時
間
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

場
所

市
役
所
４
階　

大
会
議
室

参
加
保
育
園
（
所
）

ご
じ
ょ
う
保
育
所

南
保
育
所

保
育
所
太
宰
府
園

水
城
保
育
園

星
ヶ
丘
保
育
園

筑
紫
保
育
園

お
お
ざ
の
保
育
園

都
府
楼
保
育
園

こ
く
ぶ
保
育
園

ゆ
た
か
保
育
園

市
内
の
認
可
保
育
園
（
所
）

10
園
合
同
の
就
職
説
明
会
を
実
施
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

保
育
児
童
課　

保
育
所
係
（
☎
内
線
３
１
９
）

２月３日
（土）

　

森
林
は
、
私
た
ち
に
多
く
の
恵
み
を
も
た

ら
す
「
県
民
共
有
の
財
産
」
で
す
。
福
岡
県

で
は
、
森
林
を
健
全
な
状
態
で
次
世
代
に
引

き
継
ぐ
た
め
、
平
成
20
年
４
月
に
森
林
環
境

税
が
導
入
さ
れ
、
荒
廃
し
た
森
林
の
再
生
や

県
民
参
加
の
森
林
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
森
林
・
林
業
を
取

り
巻
く
情
勢
は
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
今

後
新
た
に
森
林
の
荒
廃
が
進
む
こ
と
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
30
年
度
以
降
も
「
福
岡

県
森
林
環
境
税
」
が
継
続
さ
れ
、
水
を
蓄
え
、

土
砂
災
害
を
防
ぐ
な
ど
の
森
林
の
公
益
的
機

能
を
長
期
的
に
発
揮
さ
せ
る
施
策
や
、
森
林

を
守
り
育
て
る
機
運
の
向
上
に
向
け
た
施
策

を
実
施
し
ま
す
。

森
林
環
境
税
の
仕
組
み

（
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　

具
体
的
な
取
り
組
み
は
、
平
成
29
年
７
月

九
州
北
部
豪
雨
災
害
の
要
因
や
防
災
対
策

を
検
証
し
た
上
で
、
検
討
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

福
岡
県
森
林
環
境
税
が
継
続
さ
れ
ま
す

問
い
合
わ
せ　

産
業
振
興
課
（
☎
内
線
４
３
７
）

税　　額

個 人
年間 500 円

個人県民税均等割の納税者

法 人

年間 1,000 円～ 40,000 円

（資本金などの額に応じる）

法人県民税均等割の納税者

森林環境税の使いみち

　森林に適切な間伐を施すなど、

公益的機能を長期的に発揮でき

る森林づくりを目指します。

　植樹や間伐など、森林づくり

活動を拡大し、森林を守り育て

る機運の向上を図ります。

昨年 11 月に開催した
説明会の様子


